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東海第二原発いらない！首都圏ネットワーク

1. 地震にとても弱い
東海第二原発の耐震性能は非常に低く、住宅メーカーが日本での地震の最大観測値4,022ガルに耐え
られる住宅を作っているのに対しその1/4の1,009ガルしかありません。しかも敷地の地盤は軟弱で非
常に悪く、建屋の直下に分厚いコンクリートの人工岩盤をつくって建てられています。大地震が来れば
事故を起こすのは目に見えています。

2. 老朽で45年目のオンボロ
東海第二原発は1978年11月28日の営業運転開始以来44年経つ老朽原発で、BWR「マークⅡ」という
古い型であり、非難燃性のケーブルが大量に使われていて火災を起こす危険があるなど、老朽化に伴う
危険性が非常に高い原発です。しかも岸田政権のGX推進法案によって最長73年も稼働されようとし
ているのです。

3. 事故件数がとても多い
東海第二原発では、これまで運転期間中に261件のトラブル（事故・故障）が報告されており、事故率
が日本でもトップクラスの原発です。

4. 東日本大震災では間一髪で大事故を免れた、被災原発
2011年3月11日の東日本大震災の際、全電源喪失は免れたものの、津波をかぶって非常用ディーゼル
電源の1基が使えず、冷温停止させるまでに3日半かかりました。「アワヤのところまでいっていた」
と、後に新聞で報じられたほどの、非常に危険な状況だったのです。

5. すぐ隣に超危険な東海再処理工場
東海第二原発から2.7kmのところには日本原子力研究開発機構の再処理工場があり、高レベル放射性廃
液が351㎥（2023年3月末現在）も溜まっています。津波を受けて爆発すれば、膨大な量の放射性物質が
大気中にばらまかれます。東海第二原発と複合災害を起こせばさらに過酷な事故になります。
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6. 日本原電はデータを改ざんするいい加減な会社
東海第二原発を所有する日本原電は、福井県の敦賀原発２号
機の審査のための地質データを改ざんし、原発の下に活断層
がないように見せようとしたとんでもない会社です。このよ
うな会社に、私たちの生命にかかわる原発を運転する資格は
ありません。しかもお金がなく、安全対策費3500億円のうち
2200億円を東京電力からの借金で調達していま2200億円を東京電力からの借金で調達しています。

7. 事故が起きたら避難はできない
東海第二原発の30km圏内には92万人が住んでいます。2021年３月
18日、水戸地裁は原発事故が起きた際の避難計画が不十分であると
して、東海第二原発の運転禁止を命じる判決を出しました。事故が起
きたら避難はできず、被ばくにより私たちの命と健康が危険にさら
されます。しかし日本原電は水戸地裁での運転禁止の判決を不服と
して高裁に控訴しして高裁に控訴し、来年９月の工事完了を目指して再稼働のための
工事を進めています。


